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静岡県のソバの花に見られる訪花性ハチ目相

稲垣栄洋・済木千恵子・松野和夫・市原実

農林技術研究所

Hymenoptera fauna visiting buckwheat flowers in Shizuoka 

prefecture 

Hidehiro Inagaki， Chieko S泊ki，KazuoMa白山10，and Minoru Ichiliara 
ShizuokaR郎.Inst. of Agric. And For. 

Abstract 

In western∞m加es，the buckwheat w出 α.utiva凶翻und仕lefield of w1ne or vegetable for the bunker plants of natural 
enemies such剖 parasitoids.We investiga旬d仕leHymenoptera fauna， including parasitoids，吋SI佃19flowers of buckwheat in 

abandoned field in Shizuoka prefecture. We ∞uld find much kind of parasiω，ids such回Ichneumonidae，Bra∞凶dae，

Gasteruptidae， Aphelinidae， Eulophidae Pteromalidae， Eucharitidae， To巧相dae，&氾Iionidae，Bethylidae， Scoliidae， Tiphiidae 

Sph但dae.官lIsresultindica白dbuckwheat in abandoned fields might be banker plantsゐ，rparasiω，id in Japan， and it is 

∞Illsidered仕latcultivation ofbuckwheat has an effect for sup pry for par阻むJids.

キーワード. ソバ訪花寄生蜂ミツバチ科

I 緒 宮昔
E司

生物多中葉性による生態系サービスの重要性が指摘される中

で，欧州では，天敵やポリネーターなど農業に役に立つ生物

に着目した[有用生物多樹生Jを新たな概念とした農耕地の管

理が進められている胡.我が国においても，農林水産省を中

心に有用生物多様性の指標種が選定され甘，有用生物に着

目した研究が進められつつある.

ほ場周辺で有用生物多様性を高める手法として，作物以外

の植物を組み合わせて天敵の生息地を創出することが提案さ

れてしもLl4).その中で，ソパは蜜が多いことから 16)，寄生蜂の

餌植物として有用であるとされてしも日12，18，19).また，ソパの花が

あることで寄生蜂の寿命が伸び，産卵数も増加することが報告

されてしもゆ.

これらからi毎外では，寄生蜂を集めて害虫を抑制するバイオ

コントロール技術として，ソパを栽培する例が見られ，ニュージ

ーランドではコムギ畑の周囲 15)やブドウ畑2)，アメリカではキャ

ベツ，キュウリ，ホウレンソウなどの野菜畑鵠17町、ソパが利用さ

れている.

ソパは日本では古くから耕音されており，近年で肘井作放棄

地を活用して和音してしも例が見られる.海外の例に見られる

ように，ソパ栽培を行うほ場が寄生蜂の餌植物として機能して

いるのであれば，ソパ耕音を行う耕f付文棄地は，周辺の農地に

寄生蜂を供給するソースとなっている可能性も示唆される.

しかしながら，日本ではソパ畑の訪花昆虫を寄生蜂の視点

から調査した報告はなく，ソパの寄生蜂の誘引効果に関する

知見は乏しい.そこで，静岡県内の耕作教棄地で耕音されるソ

パ畑を調査地とし，ソパ開花期におけるハチ目見虫相を主に

寄生蜂!を中心に調査したので幸臣告する.

なお，近年セイヨウミツバチの減少が世界的な問題

となってしもが@，ソパの主要なポリネーターはセイヨウミ

ツバチを含むミツバチ科で、あり 10) ソパ畑はセイヨウミツ

バチの保全にとっても重要な役割を果たしていることが

推察されることから，ミツバチ科のハチについても併せて

調査を行った.
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E 材料及び方法

調査1.静岡県内の各出或における初E性ハチ目相

耕作放棄地を活用して秋ソパ栽培を行っている静岡県内 9

地点を調査地とした(第 1表).それぞれの地域の開花盛期の

晴天日を調査日止し，午前 10時~12 時の時間帯でスィーピン

グ調査を行った.スィーピングは径 36cmの捕虫網を用いて，

開花部を含むソパ植物体草冠部の昆虫をすくし、取った.スィー

ピング回数 10回振りを1サシヴツレとしソパの耕一音面積に応じ

て6~15 サンフ。ルを採集した.採集したサンフ。ルかか\チ目に

ついて，個体ごとに同定を行った.ハチ目の種の同定が困難で

あるものについては，属，科レベルで、同定を行い，寄生性のあ

るハチを含む科を取り出して集計した.

調査2.作付時期ごとの謝E性ハチ目相の違い

1つの地域内に春ソパ，夏ソパ，秋ソパの3つの作付体系

が見らj泊中伊豆地域(函南町，伊豆の国市，伊豆市)の 4ほ

場を調査地とした(第 2表).調査方法は調査 1と同様に行い，

サンヴ。ノレ数は1ほ場あたり 10サンヴ。ルとした.

E 結果および考察

地域ごとのノ¥チ目昆虫の個体数と構成比を，寄生蜂を含む

科(以下，寄生蜂とする)，ミツバチ科(以下，ミツバチとする)， 

それ以外の科に分けて第1図に示した.寄生蜂はし、ずれの調

査地においても認められたが，その個体数や構成比は調査地

にぺよってばらつきが大きかった.

確認された寄生蜂は，ヒメパチ科，トピコパチ科，オナガコパ

チ科，ヒメコパチ科，コマユパチ科，タマゴクロパチ科，ツチパ

チ科の 7科であった(第2図).寄生蜂の構成比は，ヒメパチ科，

トピコパチ科，ツチパチ科が多かったが，優占する科は地域に

より異なξ傾向が見られた.また，中部2，中音防.中部4は近接

した調査地点、であり，さらに西部2，西部3は隣接したほ場であ

るが，寄生蜂の個体数や構成比，手動且成が大きく異なった.こ

の要因については明確で、はないが，このことから，寄生蜂の個

体数や構成比は，地域の違いだけでなく，周辺環境やほ場の

立地環境など微細な環境の影響を受けてし、ることも推察される.

ミツバチ科は9調査地のうち 7地点で確認された(第 1図)• 

東部1，西部3ではミツバチ科は認められなかった.平野部であ

る西部1，西部4ではセイヨウミツバチのみが認められ，その他

の山間地ではニホンミツバチのみが認められた(図表省略). 

Taki et al.13Jは，ソパ畑のニホンミツバチの個体数は，周辺環境

と関係があり，森林や草地が増えるほど，ソパに訪花するニホ

ンミツバチが多くなることを指摘している.本調査においても，

平野部に比べて山間地でニホンミツバチが認められる傾向に

あった.しかし，セイヨウミツバチを含めたミツバチ科全体で、見る

と，平野部の西部1で多いのに対し，山間地の西部3ではほと

んど認められないなど，必ずしも森林に近し、ところで個体数が

多い傾向は認められなかった.

中伊豆地域における作付時期ごとのハチ目昆虫の個体数と

構成比を第3図に示した.調査2では，ミツバチ科は認めら;lVよ

かった.春ソパ(5月)，春ソパ(6月)，夏ソパ(8月)に比して，秋

ソパ(10月)で、は寄生蜂の個体数が極めて多かった.

調査2では，ヒメパチ科，ヒメコパチ科，コマユパチ科，タマゴ

クロパチ科，ツチパチ科，コガヰV~チ科，アナパチ科，アリガタ

第1表調査地の概要(調査1) 
t也点No. 市町 地域名 立地条件 播種目 調査日 調査開始時間採集サンプル数
東部1 御殿場市 永塚 平野部 2010年8月5日 2010年9月21日 10目00 15 
中部1 静岡市 駿河区向敷地 山間地 2010年9月6日 2010年10月8日 10:00 6 
中部2 藤枝市 瀬戸ノ谷大久保 山間地 2010年8月28日 2010年10月6日 10目00 6 
中部3 島田市 伊久美二俣 山間地 2010年8月28日 2010年10月6日 11:00 6 
中部4 島田市 伊久美犬間 山間地 2010年8月28日 2010年10月6日 11:00 6 
西部1 袋井市 深見 平野部 2010年8月23日 2010年9月29日 10:00 9 
西部2 浜松市 天竜区佐久間町浦川 山間地 2010年8月28日 2010年10月1日 11:00 9 
西部3 浜松市 天竜区佐久間町浦川 山間地 2010年8月28日 2010年10月1日 11:00 15 
西部4 浜松市 東区中郡町 平野部 2010年8月21日 2010年10月7日 11:00 15 

第2表調査地の概要(調査2)
作型 市町

函南町

函南町

伊豆市

函南町

地域名 調査日 調査日 調査開始時間採集サンプル数

春ソバ(5月)
春ソバ(6月)
夏ソバ(8月)
手火ソバ(10月)

柏谷 2011年4月20日 2011年5月24日 10:00 10 

丹那 2011年5月10日 2011年6月16日 10:00 10 

田原野 2011年7月17日 2011年8月19日 10:00 10 

丹那 2011年8月29日 2011年10月7日 11 :00 10 
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第3図異なる作付時期におけるハチ目昆虫の個体数と寄生

蜂の構成比

東部1中部1中部2中部3中部4西部1西部2西部3西部4

第 1図各調査地域におけるハチ目昆虫じて個体数と寄生蜂，

ミツバチ科の構成比
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第4図異なる作付け時期における寄生蜂を含む科の構成比

められたことから，今回の調査によって季節の差を比較すること

は難しい.また，季節によりハチの行動時間に違いがあξことも

推察される.そのため，季節聞の比較については，同ーの圃場

で主り音試験を行う等のさらなる検討が必要となるであろう.

各調査地域における寄生蜂を含む科の構成比

パチ科，コンボウヤセパチ科，コツチパチ科，アリヤドリコパチ

科の 11科が認められた(第4図).また，春ソパ(5月)と春ソパ

(6月)，夏ソパ(8月)で寄生蜂の構成比併重紬戎に差異が認

第2図
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以上のように，地域や季節による差異が大きし、ものの，し、ず

れの地域，いずれの季節においてもソパ畑では寄生蜂が認め

られ，蜜源として利用しv亡し、ることが明らかとなった.海外では，

ほ場内やほ場周辺に寄生蜂の蜜源植物を積極的に植栽する

例が見られる.日本では，そのような言丸みは行われていないが，

蜜掠となるカラスノエンドウの存在によってアルフアノレファタコゾ

ウムシに対する寄生蜂の寄生率が高まる事例が知られている

d
u
 
I
 

本調査の結果から，静岡県の耕作放棄地を利用したソパ

栽培においても，寄生蜂が認められたことカも，単に収穫を目

的としてソパを栽培するにとどまらず，寄生蜂の供給源としてソ

パを和音することも有効で、あると推察された.

V 摘 要

欧米では，寄生蜂等の土着天敵の生息地となるパンカー

プラントとして，ブドワ畑や野菜畑等の周辺にソパを栽培する

例が見られる.そこで育争岡県の主IWf放棄地で栽培されるソパ

を対象として，寄生蜂を含む訪花性ノ¥チ目相を調査した.そ

の結果，ヒメパチ科，コマユパチ科，コンボウヤセパチ科，ト

ビ、コパチ科，ヒメコパチ科，コガネノ〈チ科，アリヤドリコパチ科，

オナガコパチ科，タマゴクロパチ科，アリガタパチ科，ツチパ

チ科，コツチパチ科，アナパチ科を含む多くの寄生蜂を観

察した.この結果から，日本においてもソパが寄生蜂の蜜源

となっていることが明らかとなり，寄生蜂ι供給源としてソパを

和音するととも有効であると推察された.った.
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